
実施期間
対象
回答率

○ 多職種研修 ７市町
○ 住民への普及啓発 ５市町
○ 終活支援ノート（エンディングノート）の作成・活用 ３市町（うち２市は広域対応）

４．今後、人生の最終段階における医療・ケアについて、（新たに）何か取り組む予定はありますか。
○ 住民への普及啓発 ２市町
○ 終活支援ノート（エンディングノート）の作成・活用 １町
○ ACP体制づくり（専門職連携体制、患者カード登録制） ３町（うち２町は広域対応）

主な御意見
○ 市町が開催する研修会の運営支援（県外・他市町の講師、研修プログラム等の情報提供）
○ 既存のACP資料の提供
○ 行政職員向け研修や、多職種研修の開催
○ 住民向け啓発リーフレット等の作成・提供
○ 有名人を起用した県民向けPR動画
○ 関係団体との調整・情報交換への支援（郡市医師会、医療機関、消防署等）
○ 入退院ルール策定に関する支援 等

５．人生の最終段階の医療・ケアについて、県にどのような支援を望みますか。また、県と連携して取り組
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県内17市町
100%

　「人生の最終段階における医療・ケア」や「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）」、「人生会議」について、
その内容を知っていますか。

　地方自治体は、人生の最終段階における医療・ケアの意思決定支援に関する教育、研修、リー
フレットの配布、市民向けのセミナー開催を行うとされていますが、知っていますか。

１．人生の最終段階における医療・ケアについて

２．地方自治体の役割について

３．これまで、人生の最終段階における医療・ケアについて、何か取り組んでいますか。

※ アンケートの回答では、多職種研修と住民への普及啓発のいずれにも取り組んでいる
　のは３市町（うち、２町は広域対応）。
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